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復
旧
・
復
興
対
策
特
別
委
員
会
は
、
東
日
本
大
震
災

で
被
災
し
た
地
域
の
迅
速
な
復
旧
・
復
興
に
、
日
建
連

の
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
た
め
、
二
〇
一
二
年
二
月

に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

当
委
員
会
は
、
こ
れ
ま
で
、
会
員
企
業
や
現
地
作
業

所
と
の
連
携
に
よ
り
、
復
旧
・
復
興
事
業
の
円
滑
な
執

行
や
工
事
の
施
工
に
か
か
わ
る
調
査
・
検
討
を
行
い
、

国
や
地
元
自
治
体
な
ど
の
関
係
機
関
に
要
望
・
提
言
を

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
活
動
に
対
す
る
発
注
者
、
地
元
自
治
体
、

住
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
会
員
企
業

は
培
っ
て
き
た
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
存
分
に
発
揮
し
、

復
旧
・
復
興
事
業
の
一
翼
を
担
う
こ
と
が
で
き
た
と
考

え
て
い
ま
す
。

本
年
、
震
災
の
発
生
か
ら
一
〇
年
目
の
年
を
迎
え
、

主
た
る
公
共
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
・
復
興
も
堅
調
に
進
捗

し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
当
委
員
会
は
二
〇
二
〇
年
度
を

も
ち
ま
し
て
活
動
を
終
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
日

建
連
は
今
後
も
引
き
続
き
、
被
災
地
の
復
興
支
援
に
貢

献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

復
旧
・
復
興
対
策
特
別
委
員
会

委員長
宮本 洋一
清水建設株式会社 会長

電
力
対
策
特
別
委
員
会
は
、
東
日
本
大
震
災
お
よ
び

福
島
第
一
原
発
事
故
の
発
生
を
受
け
、
放
射
性
物
質
の

除
染
等
に
日
建
連
の
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
た
め
、

二
〇
一
二
年
二
月
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

当
委
員
会
で
は
、
中
間
貯
蔵
・
除
染
部
会
と
電
力
部

会
の
二
部
会
を
設
置
し
、
環
境
省
と
の
緊
密
な
連
携
の

下
、
放
射
性
物
質
の
除
染
、
中
間
貯
蔵
施
設
の
整
備
、

除
染
土
壌
の
輸
送
等
に
か
か
わ
る
諸
課
題
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
わ
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
関
す
る
調

査
研
究
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

国
、
自
治
体
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
の
ご
努
力
に
よ

り
、
福
島
の
復
興
、
被
災
住
民
の
皆
様
の
帰
還
に
向
け

着
実
に
事
業
は
進
展
し
て
お
り
ま
す
が
、
当
委
員
会
の

活
動
も
そ
の
一
助
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。震

災
の
発
生
か
ら
一
〇
年
を
迎
え
、
所
期
の
目
的
を

概
ね
達
成
し
た
こ
と
か
ら
、
本
年
度
を
も
っ
て
当
委
員

会
は
廃
止
と
な
り
ま
す
が
、
日
建
連
は
今
後
も
福
島
の

復
興
の
た
め
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

電
力
対
策
特
別
委
員
会

委員長
押味 至一
鹿島建設株式会社 社長

総
合
企
画
委
員
会
は
、
建
設
業
を
め
ぐ
る
社
会
経

済
情
勢
の
変
化
へ
の
対
応
と
建
設
業
の
あ
り
方
に
関
す

る
検
討
、
各
種
方
針
の
策
定
を
目
的
と
し
て
、
政
策
部

会
、
法
務
部
会
、
P
F
I
部
会
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

部
会
を
設
置
し
、
多
岐
に
わ
た
る
調
査
研
究
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
法
改
正
に
対
す
る
意
見
の
集
約
や
解
説

書
の
作
成
、
P
P
P
・
P
F
I
に
か
か
わ
る
関
係
各
所

へ
の
要
望
等
の
活
動
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

二
〇
一
五
年
度
に
は
、
二
〇
五
〇
年
に
向
け
た
建
設

業
の
あ
る
べ
き
姿
、
二
〇
二
五
年
に
向
け
た
建
設
市
場

お
よ
び
労
働
市
場
の
見
通
し
等
を
深
耕
し
、
「
再
生
と

進
化
に
向
け
て 

ー
建
設
業
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
ー
」
を
策

定
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
二
〇
一
七
年
度
に
は
就
労
環
境
の
向
上
に
つ

な
が
る
施
策
と
し
て
、
「
下
請
取
引
適
正
化
と
適
正
な

受
注
活
動
の
徹
底
に
向
け
た
自
主
行
動
計
画
」
「
働
き

方
改
革
推
進
の
基
本
方
針
」
を
取
り
ま
と
め
、
周
知
・

徹
底
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

二
〇
二
〇
年
度
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
建
設
市
場
へ
の
影
響
に
関
す
る
分
析
も
行
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
今
後
も
時
代
に
即
し
た
活
動
を
展
開
し
て

ま
い
り
ま
す
。

総
合
企
画
委
員
会

委員長
相川 善郎
大成建設株式会社 社長

日
建
連
は
、
二
〇
一
一
年
の
新
・
日
建
連
の
発
足
以

降
、
土
木
・
建
築
の
両
分
野
に
活
動
の
場
が
拡
が
っ
て

い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
新
た
な
表
彰
制
度
を
設
け
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

新
し
い
表
彰
制
度
の
創
設
に
あ
た
っ
て
は
、
建
築

分
野
に
お
け
る
「
Ｂ
Ｃ
Ｓ
賞
」
の
伝
統
の
継
承
と
土

木
分
野
に
お
け
る
表
彰
の
独
自
性
の
追
求
を
テ
ー
マ

に
、
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
検
討
を
重
ね
ま
し
た
。
そ
し
て
、

二
〇
一
九
年
七
月
に
は
、
土
木
賞
お
よ
び
Ｂ
Ｃ
Ｓ
賞
か

ら
な
る
「
日
建
連
表
彰
」
が
創
設
さ
れ
、
そ
れ
に
伴

い
、
当
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

「
日
建
連
表
彰
」
の
第
一
回
目
と
な
る
二
〇
二
〇
年

度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、

選
考
を
一
時
休
止
す
る
と
い
う
事
態
に
見
舞
わ
れ
ま
し

た
が
、
土
木
賞
の
一
一
件
と
Ｂ
Ｃ
Ｓ
賞
の
一
五
件
を
合

わ
せ
て
、
二
〇
二
〇
年
十
二
月
、
無
事
合
計
二
六
件
の

表
彰
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

当
委
員
会
は
、
「
日
建
連
表
彰
」
を
建
設
業
界
の
権

威
あ
る
賞
と
し
て
定
着
さ
せ
、
育
成
し
て
い
く
と
と
も

に
、
本
賞
を
通
じ
て
建
設
業
へ
の
理
解
を
促
進
す
る
こ

と
で
、
建
設
業
の
更
な
る
発
展
に
寄
与
し
て
ま
い
り
ま

す
。

日
建
連
表
彰
委
員
会

委員長
宮本 洋一
清水建設株式会社 会長

広
報
委
員
会
で
は
、
建
設
業
に
対
す
る
社
会
的
理

解
の
促
進
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、
広
報
誌

「
Ａ
Ｃ
ｅ 

建
設
業
界
」
の
発
行
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運

営
、
市
民
現
場
見
学
会
の
開
催
な
ど
の
積
極
的
な
広
報

活
動
を
展
開
し
、
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
き
ま
し
た
。

特
に
市
民
現
場
見
学
会
は
大
変
な
好
評
を
い
た
だ
い
て

お
り
、
二
〇
〇
二
年
の
開
始
以
来
、
学
生
、
一
般
市
民

等
を
中
心
に
三
〇
〇
万
人
を
超
え
る
方
々
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。
小
中
学
生
を
対
象
に
け
ん
せ
つ
小
町

が
活
躍
す
る
現
場
を
見
学
し
、
建
設
の
仕
事
を
体
験
し

て
い
た
だ
く
「
け
ん
せ
つ
小
町
活
躍
現
場
見
学
会
」
は

夏
休
み
の
恒
例
行
事
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
将
来
の
担
い
手
確
保
・
育
成
や
生
産
性
向
上

に
向
け
た
様
々
な
日
建
連
の
活
動
に
つ
い
て
も
、
広
報

誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
活
用
し
、
継
続
し
て
情
報

発
信
し
て
い
く
と
と
も
に
、
他
団
体
や
会
員
企
業
広
報

と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
も
幅
広
い
広
報
活

動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

広
報
委
員
会

委員長
佐々木 正人
株式会社竹中工務店 社長

社
会
資
本
の
整
備
を
使
命
の
一
つ
と
す
る
建
設
業

は
、
地
球
規
模
で
環
境
問
題
が
深
刻
化
す
る
な
か
、

「
環
境
経
営
」
「
低
炭
素
社
会
」
「
循
環
型
社
会
」
「
自

然
共
生
社
会
」
を
テ
ー
マ
に
、
持
続
可
能
な
社
会
を
目

指
す
た
め
に
必
要
な
建
設
業
に
お
け
る
環
境
関
連
の
中

期
的
計
画
と
し
て
「
建
設
業
の
環
境
自
主
行
動
計
画
」

を
一
九
九
六
年
十
一
月
に
策
定
し
ま
し
た
。
以
来
、
計

画
の
改
訂
と
と
も
に
必
要
な
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し

た
。ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
通
じ
た
環
境
関
連
法
規
の
順

守
、
環
境
に
配
慮
し
た
設
計
の
促
進
、
施
工
段
階
並
び

に
設
計
・
運
用
段
階
に
お
け
る
温
暖
化
防
止
対
策
の
普

及
促
進
、
３
R
の
取
組
み
の
推
進
、
生
物
多
様
性
の
意

識
向
上
等
、
環
境
関
連
の
活
動
は
着
実
に
建
設
業
界
に

定
着
し
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
建
設
業
の
社
会
的
責
任
を
果
た
し
て
い
く
た

め
に
、
環
境
自
主
行
動
計
画
に
基
づ
く
体
系
的
で
継
続

的
な
環
境
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

環
境
委
員
会

委員長
櫻野 泰則
株式会社熊谷組 社長
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労
働
委
員
会
は
、
建
設
技
能
者
の
確
保
・
育
成
、
外

国
人
技
能
者
の
適
正
な
受
入
れ
、
技
術
者
も
含
め
た
労

働
環
境
の
改
善
に
向
け
た
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

建
設
技
能
者
の
確
保
・
育
成
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
四

年
に
旧
日
建
連
時
代
に
策
定
し
た
提
言
を
改
訂
し
、「
社

会
保
険
加
入
促
進
要
綱
」（
二
〇
一
五
年
三
月
）、「
労
務
費

見
積
り
尊
重
宣
言
」（
二
〇
一
八
年
十
二
月
）、「
建
退
共
制

度
の
完
全
実
施
の
推
進
に
つ
い
て
」（
二
〇
二
〇
年
四
月
）

な
ど
の
取
り
ま
と
め
、「
快
適
職
場
認
定
（
二
〇
一
六
年

ま
で
は
快
適
職
場
表
彰
）」
の
実
施
、「
女
性
技
能
労
働
者

活
用
方
策
」
お
よ
び
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」（
二
〇
一
四

年
三
月
）
の
取
り
ま
と
め
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

外
国
人
技
能
者
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
九
年
四
月
に

特
定
技
能
外
国
人
制
度
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て

「
安
全
安
心
受
入
宣
言
」
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

ま
た
、
改
正
労
働
基
準
法
に
よ
る
二
〇
二
四
年
か
ら

の
罰
則
付
き
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
に
対
応
す
る
た

め
「
時
間
外
労
働
の
適
正
化
に
向
け
た
自
主
規
制
」
を

策
定
し
ま
し
た
。

当
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
施
策
を
通
じ
て
元
請
、

下
請
を
問
わ
ず
、
多
様
な
人
材
が
建
設
業
に
入
職
し
、

働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
の
整
備
に
向
け
て
活
動
し
て
ま

い
り
ま
す
。

労
働
委
員
会

委員長
今井 雅則
戸田建設株式会社 社長

日
建
連
で
は
建
設
業
で
活
躍
す
る
女
性
の
愛
称
と
し

て
二
〇
一
四
年
に
「
け
ん
せ
つ
小
町
」
と
い
う
ネ
ー
ミ

ン
グ
を
つ
く
り
、
翌
年
の
二
〇
一
五
年
に
「
け
ん
せ
つ

小
町
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

こ
の
委
員
会
の
発
足
は
、「
建
設
業
界
で
の
女
性
活
躍

推
進
に
関
す
る
取
組
み
を
一
時
的
な
ブ
ー
ム
で
終
わ
ら

せ
ず
、
継
続
的
な
定
着
活
動
に
す
る
」
と
い
う
業
界
の

強
い
決
意
表
明
で
す
。
そ
の
後
五
年
間
に
わ
た
り
、
委

員
会
が
主
体
と
な
っ
て
様
々
な
活
動
を
展
開
し
、
そ
の

内
容
は
W
E
B
や
S
N
S
を
活
用
し
業
界
内
外
に
広
く

発
信
し
て
お
り
ま
す
。

二
〇
一
九
年
十
一
月
に
は
二
〇
二
四
年
度
ま
で
を
計

画
期
間
と
す
る
「
け
ん
せ
つ
小
町
活
躍
推
進
計
画 

～
働

き
た
い
、
働
き
つ
づ
け
た
い 

建
設
業
を
め
ざ
し
て
～
」

を
策
定
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、

女
性
だ
け
で
な
く
、
建
設
業
で
働
く
す
べ
て
の
人
に

と
っ
て
、
働
き
や
す
い
、
働
き
続
け
た
い
と
思
わ
れ
る

職
場
環
境
の
実
現
に
向
け
、
積
極
的
に
活
動
を
展
開
し

て
ま
い
り
ま
す
。

け
ん
せ
つ
小
町
委
員
会

委員長
新井 英雄
三井住友建設株式会社 社長

都
市
・
地
域
政
策
委
員
会
は
、
わ
が
国
の
成
長
を
考

え
る
と
き
、
都
市
政
策
、
特
に
大
都
市
の
再
生
は
不
可

欠
の
テ
ー
マ
で
あ
り
、
建
築
物
の
安
全
性
の
向
上
や
、

国
際
的
視
点
を
踏
ま
え
た
都
市
戦
略
の
確
立
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
建
設
業
界
の
立
場
で
都
市
・
地
域
政

策
に
関
す
る
検
討
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

当
委
員
会
で
は
、
二
〇
一
二
年
に
建
築
物
の
耐
震

強
化
策
を
中
心
と
し
た
「
大
都
市
政
策
に
つ
い
て
の
提

言
」
を
公
表
し
、
東
京
都
の
耐
震
化
促
進
策
の
更
な
る

強
化
を
目
指
し
て
、
建
物
所
有
者
に
対
す
る
税
優
遇
、

容
積
率
の
緩
和
、
老
朽
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
促
進
な

ど
の
施
策
を
提
言
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
国
土
交
通
省

を
は
じ
め
と
す
る
関
係
各
所
と
の
意
見
交
換
を
定
期
的

に
開
催
す
る
と
と
も
に
、
都
市
・
地
域
開
発
を
促
進
す

る
た
め
の
税
制
に
つ
い
て
毎
年
要
望
し
て
お
り
ま
す
。

当
委
員
会
は
、
今
後
も
都
市
・
地
域
の
健
全
な
発
展

に
向
け
た
施
策
を
検
討
し
、
広
く
発
信
し
て
ま
い
り
ま

す
。

都
市
・
地
域
政
策
委
員
会

委員長
髙瀨 伸利
西松建設株式会社 社長

災
害
対
策
委
員
会
は
、
東
日
本
大
震
災
直
後
の

二
〇
一
一
年
四
月
に
発
足
し
、
地
震
・
津
波
、
豪
雨
災

害
等
の
大
規
模
災
害
、
広
域
災
害
に
対
し
て
、
全
国
規

模
で
事
業
を
行
う
日
建
連
会
員
企
業
の
役
割
が
重
要
で

あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
活
動
を
進
め
て
き
ま
し
た
。 

二
〇
一
五
年
四
月
に
建
設
業
団
体
と
し
て
は
じ
め
て

災
害
対
策
基
本
法
の
指
定
公
共
機
関
と
な
り
、
こ
れ
に

基
づ
く
防
災
業
務
計
画
を
策
定
し
各
種
マ
ニ
ュ
ア
ル
類

を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
更
に
首
都
直
下
地
震
を
想
定

し
た
緊
急
連
絡
網
な
ど
情
報
共
有
体
制
を
構
築
し
て
き

ま
し
た
。
大
規
模
災
害
発
生
時
に
は
、
地
方
整
備
局
等

と
日
建
連
支
部
と
の
包
括
的
協
定
等
に
基
づ
き
災
害
支

援
活
動
を
機
動
的
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
会
員

企
業
の
事
業
継
続
力
を
高
め
る
た
め
「
建
設
B
C
P
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。 

今
後
予
想
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
、
津
波
や

首
都
直
下
地
震
、
激
甚
化
頻
発
化
す
る
豪
雨
災
害
、
高

波
・
高
潮
災
害
に
対
し
て
、
国
土
強
靭
化
対
策
に
よ
る

事
前
防
災
と
災
害
時
の
支
援
・
早
期
復
旧
体
制
の
構
築

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
我
々
建
設
業
が
的
確
に
対
応

で
き
る
よ
う
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

災
害
対
策
委
員
会

委員長
清水 琢三
五洋建設株式会社 社長

国
際
委
員
会
は
、
会
員
企
業
の
国
際
展
開
、
わ
が
国
建

設
市
場
の
国
際
化
、
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
輸
出
戦
略
へ
の

貢
献
を
テ
ー
マ
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

会
員
企
業
の
国
際
展
開
に
つ
い
て
は
、
合
併
前
の

二
〇
一
〇
年
度
か
ら
人
材
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
外
国
人

技
能
実
習
制
度
の
効
果
的
な
活
用
法
を
検
討
す
る
と
と
も

に
、
制
度
の
成
功
事
例
を
表
彰
す
る
「
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク

テ
ィ
ス
表
彰
」
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
（
表
彰
は

二
〇
一
五
年
度
で
終
了
）。

ま
た
、
T
P
P
が
わ
が
国
建
設
市
場
に
及
ぼ
す
影
響
に

つ
い
て
の
調
査
（
二
〇
一
二
年
度
）
や
、
米
国
建
設
企
業

と
の
懇
談
会
の
開
催
、
外
国
視
察
団
の
受
け
入
れ
な
ど
、

わ
が
国
建
設
市
場
の
国
際
化
に
向
け
た
活
動
も
実
施
し
て

い
ま
す
。

近
年
は
、
政
府
が
推
進
す
る
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
輸
出

戦
略
に
わ
が
国
建
設
業
の
高
い
技
術
力
を
生
か
し
て
貢
献

す
る
た
め
、
海
外
建
設
協
会
と
連
携
し
て
会
員
企
業
の
海

外
展
開
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

当
委
員
会
と
し
て
は
、
今
後
と
も
政
府
、
海
外
建
設
協

会
と
連
携
し
て
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

国
際
委
員
会

委員長
蓮輪 賢治
株式会社大林組 社長

会
計
・
税
制
委
員
会
は
、
建
設
業
の
会
計
基
準
お
よ

び
税
制
に
関
す
る
調
査
・
研
究
や
そ
れ
ら
に
基
づ
く
要

望
活
動
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

会
計
分
野
で
は
、
二
〇
一
〇
年
三
月
期
決
算
か
ら

上
場
企
業
の
連
結
財
務
諸
表
に
お
い
て
任
意
適
用
が
始

ま
っ
た
国
際
会
計
基
準
（
I
F
R
S
）
が
建
設
業
に

与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、
公
認
会
計
士
や
学
識
経
験

者
等
の
意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
を
実
施
し
、
会

員
企
業
へ
情
報
提
供
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
加

え
て
、
二
〇
一
八
年
三
月
に
企
業
会
計
基
準
委
員
会

（
A
S
B
J
）
が
発
表
し
た
「
収
益
認
識
に
関
す
る
会

計
基
準
」
に
対
し
て
は
、
新
基
準
の
具
体
的
な
建
設
業

会
計
実
務
へ
の
当
て
は
め
、
適
用
に
あ
た
っ
て
の
留
意

事
項
等
を
整
理
し
、
研
究
報
告
と
し
て
公
表
し
ま
し
た
。

税
制
分
野
で
は
、
毎
年
、
建
設
業
に
か
か
わ
る
税
制

上
の
課
題
や
問
題
点
を
抽
出
し
、
税
制
改
正
要
望
と
し

て
取
り
ま
と
め
、
政
府
・
与
党
等
の
関
係
各
所
へ
要
望

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

当
委
員
会
は
、
引
き
続
き
会
員
企
業
の
事
業
活
動
に

資
す
る
情
報
の
提
供
、
要
望
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

会
計
・
税
制
委
員
会

委員長
前田 操治
前田建設工業株式会社 社長
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安
全
委
員
会
で
は
、
安
全
対
策
、
衛
生
対
策
、
海
洋

安
全
の
三
部
会
を
設
置
し
て
、
労
働
災
害
・
職
業
性
疾

病
の
防
止
、
お
よ
び
海
上
建
設
工
事
に
伴
う
各
種
災
害

の
予
防
等
に
か
か
わ
る
諸
対
策
の
着
実
な
展
開
を
図
っ

て
き
ま
し
た
。

合
併
以
降
、
労
働
災
害
の
防
止
に
つ
い
て
は
、
毎
年

六
月
に
会
員
企
業
の
す
べ
て
の
現
場
で
「
災
害
防
止
対

策
特
別
活
動
」
を
展
開
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

土
木
・
建
築
工
事
に
お
け
る
死
亡
災
害
事
例
集
等
を
作

成
し
て
い
ま
す
。

職
業
性
疾
病
の
防
止
に
つ
い
て
は
、
毎
年
十
月
の

「
ト
ン
ネ
ル
建
設
工
事 

粉
じ
ん
障
害
防
止
対
策
推
進
強

化
月
間
」
に
お
い
て
、
現
場
点
検
等
を
実
施
し
て
い
ま

す
。海

洋
工
事
の
各
種
災
害
の
予
防
と
公
害
防
止
・
環
境

保
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
現
場
点
検
を
実
施
し
、
そ
の

結
果
を
踏
ま
え
て
表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
会
員
企
業
の
安
全
と
環
境
保
全
の
確
保
に

資
す
る
諸
活
動
に
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

安
全
委
員
会

委員長
乘京 正弘
飛島建設株式会社 社長

公
衆
災
害
に
対
す
る
各
種
安
全
対
策
活
動
が
本
格
的

に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
七
〇
年
に

大
阪
天
六
の
地
下
鉄
工
事
ガ
ス
爆
発
事
故
で
多
く
の
死

傷
者
が
出
た
こ
と
な
ど
を
契
機
と
し
て
、
同
年
、
五
団

体
合
同
安
全
公
害
対
策
本
部
が
創
設
さ
れ
た
の
が
始
ま

り
で
す
。
そ
の
後
、
建
設
関
連
団
体
の
合
併
に
伴
い
、

日
建
連
公
衆
災
害
対
策
委
員
会
が
五
団
体
合
同
安
全
公

害
対
策
本
部
の
事
業
を
継
承
す
る
こ
と
に
な
り
現
在
に

い
た
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
活
動
と
し
て
は
、
交
通
、
地
下
埋
設
物
、

火
薬
類
、
環
境
公
害
の
四
対
策
部
会
を
設
置
し
、
現
場

点
検
の
実
施
、
講
習
会
の
開
催
お
よ
び
各
種
教
育
資
料

の
作
成
を
柱
と
し
て
、
会
員
企
業
の
安
全
・
環
境
対
策

に
役
立
つ
活
動
に
鋭
意
取
組
ん
で
お
り
ま
す
。
今
後
と

も
、
公
衆
災
害
事
故
の
防
止
の
た
め
に
会
員
企
業
と
と

も
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

公
衆
災
害
対
策
委
員
会

委員長
浅沼 誠
株式会社淺沼組 社長

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
推
進
本
部
は
、

二
〇
一
五
年
六
月
の
発
足
以
来
、
建
設
技
能
者
の
処
遇

改
善
に
つ
な
が
る
基
幹
イ
ン
フ
ラ
構
築
を
目
指
し
、
シ

ス
テ
ム
の
開
発
段
階
か
ら
積
極
的
に
関
与
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

シ
ス
テ
ム
の
運
用
面
に
お
い
て
も
「
建
設
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の
普
及
・
推
進
に
関
す
る
推
進

方
策
（
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
）」（
二
〇
一
七
年
十
二
月
）、

「
C
C
U
S
の
普
及
・
活
用
に
向
け
た
日
建
連
の
推
進

方
策
（
二
〇
二
〇
）」（
二
〇
二
〇
年
四
月
）
を
策
定
し
建

設
現
場
に
お
け
る
早
期
浸
透
を
図
る
と
と
も
に
、
推
進

本
部
構
成
会
社
一
五
社
で
組
織
す
る
幹
事
会
で
は
、
普

及
の
け
ん
引
役
と
し
て
一
段
高
い
目
標
に
基
づ
く
取
組

み
に
注
力
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
二
〇
二
〇
年
度
に
実
施
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
運

営
の
健
全
化
に
向
け
た
ス
キ
ー
ム
の
再
構
築
に
あ
た
っ

て
は
、
料
金
見
直
し
や
追
加
開
発
経
費
の
拠
出
に
か
か

わ
る
対
応
方
策
の
提
言
等
を
通
じ
、
運
営
協
議
会
に
お

い
て
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
も
、
今
春
新
た
に
設
定
し
た
目
標
の
も
と
で
、

シ
ス
テ
ム
の
更
な
る
定
着
に
向
け
た
活
動
を
展
開
し
て

ま
い
り
ま
す
。

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
推
進
本
部

本部長
相川 善郎
大成建設株式会社 社長

生
産
性
向
上
推
進
本
部
は
、
二
〇
一
五
年
に
日
建

連
が
発
表
し
た
「
建
設
業
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
お
け

る
「
二
〇
二
五
年
ま
で
に
生
産
性
を
一
〇
％
以
上
向

上
し
、
三
五
万
人
分
の
省
人
化
を
図
る
」
と
の
目
標
達

成
に
向
け
た
取
組
み
を
推
進
す
る
た
め
、
二
〇
一
五
年

十
二
月
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

二
〇
一
六
年
四
月
に
は
、
具
体
的
な
取
組
み
内
容
と

そ
の
推
進
方
策
お
よ
び
工
程
に
つ
い
て
、
関
係
す
る
本

部
、
委
員
会
と
と
も
に
検
討
し
、
生
産
性
向
上
推
進
要

綱
を
策
定
し
ま
し
た
。

推
進
要
綱
は
二
〇
一
六
年
～
二
〇
年
を
適
用
期
間
と

し
、
進
捗
の
検
証
に
は
、
一
般
的
に
用
い
ら
れ
る
「
付

加
価
値
労
働
生
産
性
」
に
替
え
て
「
日
建
連
独
自
の
指

標
」
を
設
定
し
ま
し
た
。

毎
年
行
っ
て
い
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
に
お
い

て
、
二
〇
一
九
年
度
は
土
木
・
建
築
平
均
で
一
〇
％
の

生
産
性
向
上
が
認
め
ら
れ
、
目
標
を
五
年
前
倒
し
で
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
、
建
設
技
能
者
の
大
量
離
職
が
予
想
さ
れ
る
な

か
、
当
推
進
本
部
で
は
、
今
後
も
生
産
性
向
上
に
向
け

た
取
組
み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

生
産
性
向
上
推
進
本
部

本部長
今井 雅則
戸田建設株式会社 社長

鉄
道
安
全
委
員
会
は
二
〇
〇
九
年
の
日
本
土
木
工

業
協
会
と
の
合
併
に
伴
い
、
日
本
鉄
道
建
設
業
協
会
に

あ
っ
た
安
全
労
務
委
員
会
を
改
組
し
て
新
生
土
工
協
に

設
置
さ
れ
、
現
在
に
い
た
っ
て
お
り
ま
す
。
鉄
道
工
事

は
営
業
線
近
接
や
線
路
閉
鎖
な
ど
特
別
な
安
全
対
策
を

必
要
と
す
る
工
事
が
多
い
こ
と
か
ら
、
委
員
会
で
は
事

故
防
止
の
一
環
と
し
て
、
鉄
道
･
運
輸
機
構
よ
り
事
故

発
生
状
況
や
事
故
防
止
方
針
を
ご
指
導
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
次
の
部
会
で
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
ず
、
安
全
推
進
部
会
は
安
全
啓
発
活
動
と
し
て
安

全
標
語
を
募
集
し
、
優
秀
作
品
に
よ
る
安
全
ポ
ス
タ
ー
･

短
冊
を
制
作
し
て
会
員
各
社
へ
配
布
す
る
と
と
も
に
、

新
幹
線
鉄
道
工
事
現
場
の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、

鉄
道
･
運
輸
機
構
に
結
果
を
報
告
し
意
見
交
換
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

次
に
、
安
全
教
材
部
会
は
営
業
線
近
接
工
事
事
故
事

例
集
な
ど
安
全
テ
キ
ス
ト
の
制
作
･
配
布
を
通
じ
て
事

故
防
止
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
事
故
防
止
に
王
道
は
な
い
と
の
認
識
で
、
地

道
に
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

鉄
道
安
全
委
員
会

委員長
飯塚 恒生
東急建設株式会社 会長

建
設
工
事
に
お
い
て
、
事
故
や
公
害
を
防
止
し
安

全
と
環
境
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
建
設
業
界
を
挙
げ
て

推
進
す
べ
き
重
要
な
課
題
で
す
。
こ
の
た
め
、
日
建
連

安
全
対
策
本
部
は
、
安
全
、
公
衆
災
害
対
策
、
鉄
道
安

全
の
三
委
員
会
の
正
副
委
員
長
を
構
成
メ
ン
バ
ー
と
し

て
、
建
設
三
団
体
安
全
対
策
協
議
会
（
日
建
連
・
日
本

道
路
建
設
業
協
会
・
日
本
埋
立
浚
渫
協
会
）
と
連
携
を

図
り
つ
つ
、
労
働
災
害
防
止
、
公
衆
災
害
防
止
お
よ
び

公
害
防
止
、
建
設
副
産
物
管
理
等
の
環
境
公
害
対
策
に

一
元
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

な
か
で
も
、
労
働
災
害
防
止
は
、
最
優
先
で
取
り

組
む
べ
き
課
題
と
な
り
ま
す
。
建
設
業
に
お
け
る
労
働

災
害
は
、
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
死
亡
者
数

は
、
全
産
業
の
中
で
約
三
割
と
い
う
高
い
比
率
を
占
め

て
お
り
、
そ
の
割
合
を
下
げ
て
い
く
こ
と
が
極
め
て
重

要
で
す
。

建
設
業
界
の
安
全
対
策
の
レ
ベ
ル
向
上
が
、
建
設
業

界
へ
の
国
民
の
信
頼
の
確
保
に
つ
な
が
る
も
の
と
な
り

ま
す
の
で
、
こ
の
目
標
に
向
け
て
今
後
も
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

安
全
対
策
本
部

本部長
竹中 康一
株式会社竹中土木 社長
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委員長
大隅 健一
大豊建設株式会社 社長

土
木
工
事
技
術
委
員
会
で
は
、
二
〇
一
一
年
の
合
併

以
降
、
少
子
高
齢
化
社
会
で
顕
在
化
し
た
技
術
者
・
技

能
者
の
不
足
問
題
に
対
応
す
べ
く
、
若
手
技
術
者
の
確

保
お
よ
び
技
術
の
継
承
を
重
要
な
検
討
課
題
と
し
て
、

工
学
部
系
大
学
生
を
対
象
と
す
る
出
前
講
座
や
技
術
者

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
研
修
等
の
活
動
を
展
開
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
ま
た
、
価
格
や
品
質
が
総
合
的
に
優
れ
た
社

会
イ
ン
フ
ラ
建
設
の
た
め
に
は
官
民
が
連
携
し
た
技
術

の
向
上
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
生
産
性
向
上
に

資
す
る
現
場
打
ち
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
官
民
協
同
に
よ
る
作
成
や
、
官
民
技
術
研
究
所

と
の
定
期
的
な
意
見
交
換
会
な
ど
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
今
後
と
も
、
新
技
術
開
発
の
志
向
す
べ
き
将

来
を
洞
察
し
、
そ
の
基
本
的
課
題
や
官
民
共
同
の
技
術

体
制
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
検
討
し
続
け
、
様
々
な
課

題
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

全
本
部
長
・
委
員
長
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

第
３
章

公
共
契
約
委
員
会
で
は
、
請
負
契
約
制
度
の
改
善
に

向
け
て
、
請
負
契
約
に
か
か
わ
る
受
発
注
者
間
の
リ
ス

ク
分
担
に
関
す
る
検
討
お
よ
び
啓
発
、
工
事
書
類
の
簡

素
化
、
監
督
・
検
査
業
務
の
効
率
化
、
新
た
な
契
約
方

式
に
関
す
る
調
査
等
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。 

請
負
契
約
に
お
い
て
は
、
受
発
注
者
間
で
ど
の
リ

ス
ク
を
ど
ち
ら
が
受
け
持
つ
か
を
明
確
に
す
る
こ
と
が

大
切
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
会
員
企
業
の
技
術
者
を
対
象

に
公
共
工
事
の
標
準
請
負
契
約
約
款
等
に
関
す
る
セ
ミ

ナ
ー
を
実
施
し
、
受
講
者
に
は
大
変
好
評
を
博
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
円
滑

な
発
注
や
施
工
体
制
の
確
保
の
た
め
の
、
事
務
処
理
や

確
認
作
業
の
効
率
化
が
喫
緊
の
課
題
と
し
て
注
目
さ

れ
、
こ
れ
ま
で
監
督
職
員
が
現
場
で
立
ち
会
っ
て
い
た

臨
場
確
認
に
代
え
て
、
映
像
と
音
声
に
よ
り
発
注
者
の

事
務
所
内
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
承
認
・
確
認
が
で
き
る

遠
隔
臨
場
の
積
極
試
行
が
実
施
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。引

き
続
き
、
コ
ロ
ナ
禍
に
必
要
と
さ
れ
る
施
策
等
に

つ
い
て
改
善
に
向
け
た
検
討
を
進
め
な
が
ら
、
ウ
ィ
ズ

コ
ロ
ナ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
時
代
に
求
め
ら
れ
る
請
負

契
約
制
度
の
あ
り
方
を
示
し
て
ま
い
り
ま
す
。

公
共
契
約
委
員
会

委員長
田中 茂義
大成建設株式会社 副社長

公
共
積
算
委
員
会
で
は
、「
現
場
の
円
滑
化
」「
工
事

の
採
算
性
改
善
」「
新
技
術
の
活
用
」「
資
材
対
策
の
推

進
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
取
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
毎
年
、
会
員
各
社
の
現
場
に
対
し
て
大
規
模
な
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
現
場
の
生
の
声
を
国
土
交

通
省
を
は
じ
め
と
す
る
発
注
機
関
に
届
け
る
こ
と
に
よ

り
、
設
計
変
更
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
、
週
休
二
日
工

事
の
実
施
、
工
期
に
関
す
る
基
準
の
作
成
な
ど
の
政
策

に
反
映
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
国
交
省
の
施
工
合

理
化
調
査
や
間
接
工
事
費
等
諸
経
費
動
向
調
査
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
、
主
要
建
設
資
材
の
需
給
動
向
調
査
な
ど

数
多
く
の
調
査
活
動
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て

各
関
係
機
関
に
継
続
的
な
意
見
交
換
と
改
善
要
望
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
や
、
労
働
基

準
法
改
正
に
伴
う
時
間
外
労
働
上
限
規
制
の
二
〇
二
四

年
度
か
ら
の
適
用
、
S
D
G
s
へ
の
取
組
み
の
重
要
性

増
大
な
ど
、
建
設
現
場
を
取
り
巻
く
環
境
は
こ
れ
ま
で

に
な
く
変
化
し
続
け
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
時
代
の
変

化
を
的
確
に
捉
え
、
現
場
の
働
き
方
改
革
や
生
産
性
向

上
の
一
助
と
な
る
よ
う
活
動
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、

国
交
省
で
の
取
組
み
が
地
方
自
治
体
や
民
間
発
注
工
事

な
ど
業
界
全
体
に
拡
が
る
よ
う
、
発
注
機
関
へ
の
働
き

か
け
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

公
共
積
算
委
員
会

委員長
佐藤 健人
株式会社大林組 副社長

近
年
、
高
度
経
済
成
長
期
に
集
中
的
に
整
備
さ
れ
た

社
会
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
が
進
行
し
て
お
り
、
対
策
は

急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
切
迫
す
る
巨
大
地
震

や
激
甚
化
頻
発
化
す
る
風
水
害
へ
の
備
え
と
し
て
も
、

既
設
イ
ン
フ
ラ
の
機
能
確
保
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。

イ
ン
フ
ラ
再
生
委
員
会
は
二
〇
一
三
年
に
発
足
し
、

こ
れ
ま
で
維
持
管
理
・
更
新
等
の
イ
ン
フ
ラ
再
生
事
業

に
関
す
る
調
査
検
討
、
B
I
M
／
C
I
M
の
導
入
推
進

や
三
次
元
デ
ー
タ
等
の
利
活
用
に
向
け
た
検
討
、
お
よ

び
i
ー
C
o
n
s
t
r
u
c
t
i
o
n
に
関
す
る
検
討

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
、
こ
れ
ら
の
活
動

を
継
続
し
深
化
さ
せ
て
い
く
と
と
も
に
、
ロ
ボ
ッ
ト
革

命
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
協
議
会
や
官
民
研
究
開
発
投
資
拡

大
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
P
R
I
S
M
）
運
営
委
員
会
等
、
関

連
す
る
機
関
・
団
体
と
幅
広
く
連
携
を
取
り
な
が
ら
、

国
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
に
対
す
る
要
望
活
動
や
提
言

を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

イ
ン
フ
ラ
再
生
委
員
会

委員長
山中 庸彦
清水建設株式会社 
専務執行役員

土
木
工
事
技
術
委
員
会

公
共
工
事
委
員
会
で
は
、
公
共
工
事
の
円
滑
な
実
施

に
向
け
た
入
札
・
契
約
制
度
の
改
善
に
か
か
わ
る
活
動

を
は
じ
め
、
高
速
道
路
会
社
発
注
工
事
に
お
け
る
課
題

の
改
善
、
更
に
は
建
設
現
場
の
生
産
性
向
上
に
資
す
る

活
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

新
日
建
連
発
足
当
初
は
、
総
合
評
価
落
札
方
式
や
低

入
札
防
止
対
策
、
E
C
I
等
の
多
様
な
入
札
契
約
方
式

の
導
入
等
に
関
す
る
要
望
活
動
を
実
施
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
そ
の
後
の
品
確
法
の
改
正
も
後
押
し
と
な
り
、

今
で
は
、
直
轄
工
事
を
は
じ
め
と
す
る
各
発
注
機
関
に

お
い
て
、
大
き
く
改
善
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
、
高

速
道
路
会
社
発
注
工
事
に
つ
い
て
は
、
供
用
時
期
の
制

約
と
い
う
特
殊
性
を
考
慮
し
た
う
え
で
、
そ
の
採
算
性

や
現
場
管
理
業
務
の
改
善
等
に
つ
い
て
、
各
高
速
道
路

会
社
と
忌
憚
の
な
い
意
見
交
換
を
重
ね
、
こ
こ
数
年
、
非

常
に
前
向
き
な
ご
対
応
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

関
係
者
の
皆
様
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
に
対
す
る

ご
尽
力
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
の

ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

公
共
工
事
委
員
会

委員長
茅野 正恭
鹿島建設株式会社 副社長

二
〇
一
五
年
に
日
建
連
が
発
表
し
た
「
建
設
業
の
長

期
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
、
四
週
八
休
を
業
界
の
常
識
と
す
る

こ
と
が
提
唱
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
二
〇
一
七
年
三

月
に
政
府
の
働
き
方
改
革
実
現
会
議
が
「
働
き
方
改
革

実
行
計
画
」
を
決
定
し
、
建
設
業
に
対
し
て
二
〇
二
四

年
か
ら
罰
則
付
き
の
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
が
適
用

さ
れ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
に
適
応
す
る
た
め
に
政
府
が

「
建
設
業
の
働
き
方
改
革
に
関
す
る
関
係
省
庁
連
絡
会

議
」
を
設
置
し
て
週
休
二
日
の
定
着
を
強
力
に
後
押
し

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
動
き
を
受
け
、

二
〇
一
七
年
三
月
に
週
休
二
日
推
進
本
部
が
設
置
さ

れ
、
同
年
十
二
月
に
は
「
週
休
二
日
実
現
行
動
計
画
」

を
策
定
、
業
界
全
体
の
活
動
と
し
て
推
進
す
る
た
め

に
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
策
定
、
統
一
土
曜
閉
所
運
動
な
ど

を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

二
〇
二
〇
年
度
上
半
期
調
査
で
は
、
会
員
企
業
の
現

場
の
う
ち
四
週
六
閉
所
が
約
七
三
％
、
四
週
八
閉
所
は

約
三
八
％
と
取
組
み
が
着
実
に
進
ん
で
い
る
こ
と
が
確

認
で
き
ま
し
た
。

当
推
進
本
部
で
は
、
引
き
続
き
最
終
目
標
で
あ
る
四

週
八
閉
所
の
実
現
に
向
け
て
更
な
る
取
組
み
を
展
開
し

て
ま
い
り
ま
す
。

週
休
二
日
推
進
本
部

本部長
井上 和幸
清水建設株式会社 社長
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全
本
部
長
・
委
員
長
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

第
３
章

海
洋
開
発
委
員
会
で
は
、
日
建
連
の
発
足
し
た
年
に

発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の
直
後
、
す
み
や
か
に
津
波

対
策
専
門
部
会
の
活
動
を
開
始
し
、「
津
波
災
害
を
繰
り

返
さ
な
い
た
め
に
ー
津
波
を
知
り
、
津
波
に
耐
え
、
津

波
か
ら
逃
れ
る
ー
」
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
当
委
員
会
で
は
、
海
を
取
り
巻
く
様
々

な
課
題
に
対
し
、
建
設
業
界
の
貢
献
と
い
う
観
点
か
ら

時
宣
に
か
な
っ
た
活
動
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

海
洋
は
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
り
、
物
流
・
交
通
、

水
産
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
鉱
物
資
源
、
都
市
開
発
な
ど
多

く
の
利
用
が
期
待
さ
れ
る
と
と
も
に
、
経
済
社
会
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
影
響
を
大
き
く
受
け
ま
す
。

今
後
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
洋
上
風
力

発
電
の
主
力
電
源
化
が
進
め
ら
れ
る
方
向
で
進
ん
で
い

る
こ
と
や
温
暖
化
に
伴
う
海
の
脅
威
も
高
ま
る
こ
と
な

ど
、
海
の
利
用
は
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

今
後
と
も
建
設
業
界
の
海
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
向
け

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

海
洋
開
発
委
員
会

委員長
武澤 恭司
東洋建設株式会社 社長

一
八
九
九
年
、
当
時
の
有
力
な
鉄
道
建
設
請
負
業

者
が
集
ま
り
、
わ
が
国
で
最
も
古
い
建
設
業
団
体
で
あ

る
「
日
本
土
木
組
合
」
を
結
成
し
ま
し
た
。
こ
の
団
体

が
「
日
本
鉄
道
建
設
業
協
会
」
の
前
身
で
す
。
同
協
会

は
、
二
〇
〇
九
年
に
日
本
土
木
工
業
協
会
と
合
併
し
た

際
、「
鉄
道
建
設
事
業
本
部
」
と
し
て
存
続
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
二
〇
一
一
年
に
現
在
の
日
建

連
が
発
足
す
る
に
あ
た
っ
て
、
同
本
部
が
「
鉄
道
建
設

本
部
」
に
引
き
継
が
れ
、
現
在
に
い
た
っ
て
い
ま
す
。

当
本
部
の
活
動
は
、
鉄
道
工
事
委
員
会
が
中
心
に

な
っ
て
進
め
て
お
り
、
鉄
道
安
全
委
員
会
の
活
動
と
あ

わ
せ
て
、
会
員
各
社
が
施
工
す
る
鉄
道
工
事
に
か
か
わ

る
諸
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
い
、
人
々

の
移
動
態
様
が
根
本
か
ら
変
化
す
る
こ
と
と
な
り
、
鉄

道
事
業
に
も
大
き
な
変
革
の
波
が
押
し
寄
せ
て
い
ま

す
。
当
本
部
は
、
鉄
道
の
整
備
と
維
持
更
新
の
一
翼
を

担
う
も
の
と
し
て
、
今
後
も
社
会
情
勢
の
変
化
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
鉄
道
事
業
の
発
展
に
寄
与
し
て
ま
い
り
ま

す
。

鉄
道
建
設
本
部

本部長
宮本 洋一
清水建設株式会社 会長

建
築
設
計
委
員
会
で
は
、
総
合
建
設
業
団
体
の
建
築

設
計
部
門
の
役
割
と
し
て
、
建
築
生
産
シ
ス
テ
ム
の
高

度
化
や
建
築
プ
ロ
セ
ス
の
最
適
化
に
資
す
る
た
め
、
設

計
企
画
部
会
・
構
造
設
計
部
会
・
設
備
設
計
部
会
の
三

部
会
を
設
置
し
、
設
計
に
か
か
わ
る
共
通
の
課
題
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

五
会
会
長
会
議
等
へ
の
参
画
・
意
見
交
換
、
設
計
技

術
を
活
か
し
た
調
査
･
標
準
化
･
情
報
発
信
、
環
境
技

術
を
活
か
し
た
質
の
高
い
建
築
に
向
け
て
の
調
査
･
情

報
発
信
、
未
来
の
建
築
文
化
の
創
造
を
目
指
し
て
建
築

技
術
者
の
啓
発
を
図
る
た
め
の
講
習
会
開
催
、
「
設
計

施
工
一
貫
方
式
」
等
多
様
な
建
築
生
産
シ
ス
テ
ム
の
普

及
促
進
、
建
築
関
連
法
制
度
に
つ
い
て
の
建
築
界
の
連

携
の
推
進
と
総
意
形
成
に
向
け
た
検
討
･
提
言
等
々
、

多
岐
に
わ
た
る
活
動
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
後
も
二
〇
一
二
年
の
「
日
建
連
建
築
宣
言
」
の
精

神
に
則
り
、
会
員
企
業
の
高
い
技
術
力
を
集
結
し
て
、

よ
り
よ
い
建
築
・
街
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

建
築
設
計
委
員
会

委員長
尾㟢 勝
鹿島建設株式会社 副社長

建
設
会
社
の
コ
ア
コ
ン
ピ
タ
ン
ス
と
も
い
え
る
生
産

現
場
を
担
当
す
る
当
委
員
会
は
、
三
つ
の
部
会
が
多
岐

に
わ
た
る
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
施
工
部
会

で
は
躯
体
工
事
へ
の
専
門
的
な
対
応
を
行
っ
て
き
た
ほ

か
、
杭
の
施
工
品
質
管
理
な
ど
の
問
題
に
業
界
を
代
表

し
て
取
り
組
み
、
一
方
で
は
生
産
性
向
上
に
向
け
た
具

体
的
な
活
動
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。
設
備
部
会
は
設
備

工
事
の
情
報
化
の
レ
ベ
ル
向
上
に
尽
力
し
、
設
備
工
事

の
合
理
化
事
例
を
多
数
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
現
場
で

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
つ
い
て
は
、
Ｉ
Ｔ
推
進
部
会
が
先
端

技
術
の
導
入
・
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
施
工
Ｂ
Ｉ

Ｍ
な
ど
を
先
導
す
る
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
品
質
確
保
・
向
上
に
始
ま
り
、
施
工

の
情
報
化
、
生
産
性
向
上
、
環
境
へ
の
対
応
な
ど
会
員

企
業
に
共
通
す
る
広
範
な
課
題
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。
今
後
と
も
、
こ
れ
ら
の
成
果
を
広
く
発
信
し
て
業

界
標
準
を
主
導
し
、
会
員
企
業
を
代
表
し
て
関
係
機
関

へ
の
要
望
・
提
言
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

建
築
生
産
委
員
会

委員長
蔦田 守弘
株式会社鴻池組 会長

こ
の
一
〇
年
は
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
の
大
転
換
、
S
D
G
s
や
パ
リ
協
定
発
効
な
ど
に

よ
る
地
球
温
暖
化
対
策
の
加
速
な
ど
、
電
力
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。

当
委
員
会
は
こ
う
し
た
外
部
環
境
の
変
化
を
的
確
に

捉
え
な
が
ら
、
電
力
施
設
の
最
新
の
建
設
技
術
等
に
関

す
る
調
査
・
研
究
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
電
力
自
由
化
等
に
よ
る
新
た
な

市
場
検
討
や
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
の
市
場
動
向
に
関

す
る
調
査
・
研
究
を
進
め
る
ほ
か
、
電
力
・
ガ
ス
工
事

に
お
け
る
働
き
方
改
革
実
現
に
向
け
た
検
討
お
よ
び
関

係
機
関
と
の
協
議
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
後
は
二
〇
五
〇
年
の
脱
炭
素
社
会
の
実
現
の
た

め
、
原
子
力
分
野
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
を
は

じ
め
、
水
素
・
ア
ン
モ
ニ
ア
利
用
や
C
O
2

の
分
離
回

収
・
利
用
に
関
す
る
技
術
動
向
に
注
視
し
つ
つ
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
主
力
電
源
化
に
向
け
た
、
発
電
コ

ス
ト
低
減
や
環
境
負
荷
低
減
を
含
め
た
各
種
施
工
技
術

に
関
す
る
調
査
・
研
究
等
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

電
力
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
工
事
委
員
会委員長

福富 正人
株式会社安藤・間 社長

鉄
道
工
事
委
員
会
は
二
〇
〇
九
年
の
日
本
土
木
工

業
協
会
と
の
合
併
に
伴
い
、
日
本
鉄
道
建
設
業
協
会
に

あ
っ
た
関
係
す
る
委
員
会
を
統
合
し
て
新
生
土
工
協
に

設
置
さ
れ
、
現
在
に
い
た
っ
て
お
り
ま
す
。

鉄
道
工
事
を
多
角
的
に
検
討
す
る
た
め
、
施
工
技
術

部
会
、
契
約
積
算
部
会
、
企
画
情
報
部
会
、
海
外
事
業

研
究
部
会
の
四
部
会
を
設
置
し
、
鉄
道
独
自
の
技
術
基

準
習
得
の
講
習
会
開
催
、
鉄
道
構
造
物
の
施
工
性
の
調

査
研
究
、
工
事
の
採
算
性
や
施
工
上
の
問
題
点
等
に
関

す
る
調
査
と
そ
れ
ら
に
基
づ
く
発
注
者
と
の
意
見
交
換

会
の
開
催
、
鉄
道
交
通
に
関
す
る
講
演
会
の
開
催
、
国

土
強
靱
化
に
資
す
る
新
た
な
鉄
道
路
線
計
画
の
検
討
、

海
外
鉄
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
調
査
な
ど
多
様
な

活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
二
〇
一
七
年
に
は
国
レ
ベ

ル
の
働
き
方
改
革
推
進
の
動
き
を
受
け
て
、
働
き
方
改

革
検
討
専
門
部
会
を
設
置
し
、
夜
間
・
休
日
に
集
中
し

が
ち
な
鉄
道
工
事
の
働
き
方
改
革
の
推
進
を
活
動
に
加

え
ま
し
た
。
今
後
も
鉄
道
工
事
の
円
滑
な
推
進
に
資
す

る
べ
く
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

鉄
道
工
事
委
員
会

委員長
伊藤 泰司
鉄建建設株式会社 社長
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全
本
部
長
・
委
員
長
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

第
３
章

建
築
に
か
か
わ
る
制
度
は
、
建
築
法
体
系
の
再
構
築

や
民
法
改
正
な
ど
も
行
わ
れ
、
我
々
に
と
っ
て
身
近
な

分
野
に
お
い
て
、
従
前
の
枠
組
み
が
大
き
く
変
化
し
て

い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
企
業
活
動
の
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ

テ
ィ
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
対
す
る
社
会
の
要
求
も

ま
す
ま
す
強
ま
っ
て
い
る
な
か
で
、
建
築
制
度
委
員
会

で
は
発
注
者
と
の
対
等
な
契
約
関
係
の
確
保
、
公
共
建

築
工
事
の
入
札
制
度
等
に
関
す
る
諸
課
題
に
も
し
っ
か

り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

傘
下
の
契
約
部
会
、
積
算
部
会
の
二
つ
の
部
会
と

専
門
部
会
で
は
適
正
な
工
期
・
価
格
に
基
づ
い
た
工
事

契
約
の
締
結
、
多
様
な
発
注
方
式
に
対
応
す
る
契
約
約

款
な
ど
の
環
境
整
備
や
、
ま
た
設
計
施
工
契
約
約
款
の

普
及
促
進
、
公
共
建
築
工
事
に
お
け
る
予
定
価
格
の
設

定
に
関
す
る
要
望
の
発
信
な
ど
、
様
々
な
活
動
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
今
後
も
入
札
・
契
約
に
か
か
わ
る
法
制

度
へ
の
対
応
や
、
適
正
な
契
約
価
格
の
基
と
な
る
建
築

積
算
に
関
す
る
諸
課
題
な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

建
築
制
度
委
員
会

委員長
奥村 洋治
株式会社フジタ 社長

建
築
技
術
開
発
委
員
会
は
、
建
築
の
広
範
な
専
門

分
野
を
担
当
す
る
多
様
な
専
門
部
会
を
傘
下
に
有
し
、

時
代
の
要
求
や
社
会
の
変
遷
に
伴
い
、
専
門
部
会
お
よ

び
そ
の
下
の
Ｗ
Ｇ
の
新
設
・
改
廃
を
適
宜
行
い
、
活
発

に
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
活
動
の
内
容
に
関
し
て

も
、
優
良
事
例
の
紹
介
に
始
ま
り
、
外
部
講
師
と
の
意

見
交
換
、
技
術
的
課
題
の
検
討
お
よ
び
解
決
の
た
め
の

資
料
編
纂
、
技
術
的
ア
ピ
ー
ル
の
た
め
の
提
言
作
成
、

新
技
術
適
用
の
た
め
の
基
準
案
作
成
等
々
、
委
員
の

方
々
の
積
極
的
な
提
案
が
実
現
さ
れ
て
き
た
一
〇
年
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

技
術
開
発
の
目
的
は
、
多
様
な
建
築
ニ
ー
ズ
や
建

築
に
対
す
る
社
会
的
な
要
請
に
応
え
て
い
く
こ
と
に
あ

り
ま
す
。
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
「
生
産
性
向
上
」
に

対
し
、
現
場
で
の
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
が
叫
ば
れ
る
昨
今
、
会
員
各
社
が
個
社

で
は
成
し
得
な
い
課
題
解
決
を
共
同
で
行
え
る
場
で
あ

り
続
け
る
よ
う
、
今
後
と
も
技
術
開
発
と
そ
の
環
境
整

備
に
向
け
た
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

建
築
技
術
開
発
委
員
会

委員長
奥村 太加典
株式会社奥村組 社長

わ
が
国
に
お
い
て
集
合
住
宅
は
、
建
築
物
ス
ト
ッ

ク
合
計
約
七
二
億
平
方
㍍
の
う
ち
約
五
分
の
一
の
約

一
三
・
八
億
平
方
㍍
を
占
め
、
日
建
連
会
員
に
と
っ
て

主
要
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。
マ
ン
シ
ョ
ン

を
取
り
巻
く
現
状
は
、
発
生
の
可
能
性
が
高
ま
っ
て
い

る
大
地
震
に
対
し
て
老
朽
化
し
た
マ
ン
シ
ョ
ン
や
団
地

の
建
替
え
・
耐
震
改
修
は
十
分
に
進
ん
で
い
な
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
住
宅
委
員
会
は
官
公
庁
と
の
意
見
交
換

を
行
い
、
ま
た
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
の
対
応
に
よ
っ
て

建
替
え
促
進
の
た
め
の
制
度
拡
充
の
要
望
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
税
制
面
で
は
耐
震
改
修
な
ど
集
合
住
宅
に
関

す
る
様
々
な
税
制
の
特
例
制
度
の
拡
充
・
延
長
要
望
も

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
後
も
住
宅
委
員
会
で
は
傘
下
の
住
宅
政
策
部
会
、

住
宅
税
制
部
会
の
二
つ
の
部
会
に
お
い
て
、
急
速
に
進

行
す
る
少
子
高
齢
化
、
住
宅
の
フ
ロ
ー
か
ら
ス
ト
ッ
ク

活
用
へ
の
シ
フ
ト
、
老
朽
化
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
促

進
等
の
社
会
の
要
求
に
対
応
し
、
住
宅
に
関
す
る
制

度
・
税
制
を
含
め
た
諸
課
題
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

住
宅
委
員
会

委員長
池上 一夫
株式会社長谷工
コーポレーション
社長
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